
 

 

不審者対策避難訓練実施計画案 

 令和３年４月 

防災教育担当 

１ ねらい 

 ○ 不審者が学校に進入し、児童の生命に関わる不審な行動をとったとき、児童が安全かつ迅速に行動し、

避難することができるように、避難の仕方や約束事を確かめる訓練を行う。 

○ 声かけ事案等に対する防犯意識を高めるとともに、具体的な方法について知る。 

 

２ 日時 

 ○ ５月１０日（月）２校時（9：10～9：55） 

  【事前指導】9：10～9：20 

  【避難訓練】9：20～9：55 

 

３ 場面想定 

 ○ 授業中に体育館連絡通路より不審者が侵入。そのまま２年３組の教室に入る。不審者は、担任の声かけ

に応じず、不審な行動をとり続け、２年３組にとどまる。 

  ※ 今回は、不審者役の先生を立てるが、侵入演技は行わない。あくまでも緊急場面を想定して行う。 

  ※ 基本として、学担以外の男性の職員は不審者の対応にあたり、学級担任は教室に待機し、児童管理に

あたる。 

 

４ 一次避難場所   

 ○ 運動場 （６ 実施過程参照） 

 

５ 事前指導の内容 

指導内容 留意事項等 

【現場の学級２年３組】 

① 今回の訓練の意義を知らせる。 

② 今回の侵入現場と避難経路を確認する。 

・ 不審者の役は山本和則先生であることを知らせる。 

③ 不審者が教室に入ってきたら、騒がずに教師の指示に従う。 

・ １人の児童はベランダを通って、隣の教室２年２組（布井あい

先生）と２年１組（髙田ひとみ先生）に移動し不審者のことを知

らせ、移動先の教室で待機する（その後、この児童は移動先の教

室の児童と一緒に行動する。運動場に出たら自分のクラスの集合

場所に行く）。 

・ 現場の学級の児童は、担任の指示に従い、ベランダから隣のク

ラスに移動し、そのクラスの児童と一緒に静かに待機する。 

④ 不審者を確保できるまで、教室からは出ない。 

⑤ 不審者確保後、放送に従って運動場に避難する。 

⑥ 避難する際、「お･は･し･も」のきまりを守る。 

・押さない、走らない、しゃべらない、戻らない。 

⑦ 出口付近では、特に安全に気をつけて慌てずに順番に避難する。 

⑧ 運動場では、整列して静かに２列で座って待つ。 

 

○ 避難経路と注意事

項を確認させる。 

○ 「お･は･し･も」が

徹底するように指導

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 雨天時は、５月 １２日（水）２校時に延期。                     

４月上旬に各教室の鍵をチェック 

本校には、さすまたが各階の教材室にある。（計３本） 



 

 

 

【現場以外の学級】 

① 今回の侵入現場と避難経路を確認する。 

・不審者の役は、山本和則先生であることを知らせる。 

② 教師の指示に従い、鍵をかけベランダ側に固まって待機する。 

※不審者が侵入する学級の近くの教室は、連絡児童を受け入れるた

めベランダの鍵をあける。また、避難してきた児童が入るスペース

を作る。 

③ 不審者確保の放送後、避難行動に入る。階段では、特に安全に気を

つけて避難する。前の人が倒れた時は手を挙げて（合図）いったん

止まる。 

④ 避難する際、「お･は･し･も」のきまりを守る。 

・押さない、走らない、しゃべらない、戻らない。 

⑤ 出口付近では、特に安全に気をつけて慌てずに順番に避難する。 

⑥ 運動場では、整列して静かに２列で座って待つ。 

 

○ 避難経路と注意事

項を確認させる。 

○ 「お･は･し･も」が

徹底するように指導

する。 

○ 現場以外の学級で

も、自分の教室に不

審者が侵入してきた

ときの行動・避難の

仕方について考えさ

せておく。 

 

 

６ 全体の流れ（9：10～9：55） 

時間 

放送・ 

担当 

指導内容及び児童の活動 

留意点 

担任 担任以外 

9:10～ 

 9：20 

 

9：22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事前指導（上記） 

 

 

２ ２年３組教室に不審者侵入

事案発生 

 ○ 教室に入ってきた不審者

に声をかける。 

 

 

 

 

○ 加藤先生は、児童に指示を

与え、不審者の対応にあた

る。現場の学級児童 1 名が先

にベランダから隣室へ移動

し不審者の連絡をする。 

   

（児童の動き） 

・隣室への連絡(1 名) 

・隣室への移動（全員） 

 

 

 

 

○ 加藤先生は、不審者が２年３組

教室に入るのを発見する。不審者

役の山本和則先生に「どちらさま

ですか。「何の用ですか。」「事務室

をとおされましたか。」などの質

問をする。 

 

 

○ 加藤先生は、不審者に教室から

出るように促し、児童に以下の指

示を与える。 

・隣室へ不審者の連絡 

・隣室への避難（ベランダから） 

 

○ 現場の学級児童から連絡を受

けた布井あい先生は、すぐに事務

室に携帯で連絡をする。また、施

錠の指示をし、教室で待機する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 布井あい先生から

連絡を受けた事務室

は校長先生と職員室

の職員へ連絡をする。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:20 

事務の先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 緊急放送 

○ 校内緊急放送をする 

「訓練です。訓練です。これ

より、ＳＧ（ｓｔｕｄｅｎｔ 

ｇｕａｒｄ）対応に入りま

す。係の先生は、２の３付近

へ向かってください。集合し

て下さい。」 

（２回繰り返す。教頭と連絡

を取り不審者の場所を放送

する。） 

 

４ 全クラス教室で待機する。 

  

 

５ 放送を繰り返す。 

《例》 

 「まだ確保できていないの

で、教室に待機してくださ

い。」 

 「SG 対応中です。２階多目的

ホール付近にいます。教室

で待機してください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 緊急放送が聞こえたら、他のク

ラスの学級担任は、不審者の侵入

を防ぐために以下のことを行う。 

 ・教室を施錠する。（戸、窓） 

 ・教室入り口付近に机や椅子を並

べ、バリケードを作る。 

 ・児童に、ベランダ側に小さく固

まって待機するよう指示する。 

 

 

 

 

○ 児童は、できるだけ小さく固ま

って教室の窓側に待機させてお

く。 

〇 加藤先生は、現場にきた男性職

員に対応をお願いし、その都度、

事務室に状況を報告する。 

 

 

 

 

 

 

○ 校長先生は連絡を

受けたら、以下の指示

をする。 

・ 職員室の男性職

員は防具を持って

現場に急行するこ

と 

・ 竹之内先生は緊

急の放送を入れる

こと 

○ 校長先生の指示を

受けて、教頭先生は特

殊警棒と携帯電話を

持って、現場に急行す

る。 

 

○ 竹之内先生は、校長

先生の指示を受け、直

ちに緊急放送をする。 

○ 学校用務員は、１１

０番をする。（今回は

しない。） 

○ 担任以外の男性職

員は、防具を持って、

現場教室へ急行する。 

 

○ 教頭先生は、不審者

に、校舎外に出るよう

に説得をする。 

 

 

○ 確保するまで、放送

をし続ける。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:25 

事務の先生 

６ 不審者確保 

 

 

 

 

 

７ 不審者確保の校内放送を聞

いて、避難を開始する。 

「訓練です。訓練です。Ｓ

Ｇ対応により、確保しまし

た。先生の指示にしたがっ

て運動場へ向かって下さ

い。」（２回繰り返す）  

 

○ 避難開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 不審者を確保した男性職員は、

体育館渡り廊下へ不審者を連れ

ていく。 

○ 不審者確保後、現場の学級担任

は、携帯電話で事務室に連絡す

る。その後、児童の元へ戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 下記の経路を通って、避難させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「お・は・し・も」のうち、「走

らない」に特に留意させ静かにゆ

っくり避難させる。 

 

○ 運動場での整列は、以下の隊形

で並ばせる。南側道路をむく。（各

クラス２列） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事務の先生は、不審

者確保の連絡を受け

たら、すぐに不審者確

保、避難開始の放送を

入れる。 

〇 岡崎先生は、ハンド

マイクを持って運動

場へ行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 不審者対応にあた

った男性職員は、警察

へ不審者を引き渡し

た後、運動場へ向か

う。 

運動場での並び方 

  ○東                          ○西  

 

 

 

※南側道路(鉄棒)の方を向いて、できるだけ南側に並ぶ。 
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○ 児童管理にあたっている職員は、児童を安全に運動場に避難させる。 

 ※ 今回、本番を想定し帽子は着用させない。 

 紫外線を避けた方が良い児童などについては、帽子を着用させて構わない。 

【避難経路】詳しくは別紙の避難経路図を参照 

 南校舎一階西側の教室 ～担任の指示に従い、ベランダから運動場へ 

    二階東側の教室 ～学級担任の指示に従い、 

東階段(非常階段)を使って運動場へ 

    二階西側の教室 ～学級担任の指示に従い、 

西階段を使って運動場へ 

    三階東側の教室 ～学級担任の指示に従い、 

東階段（非常階段）を使って運動場へ 

    三階西側の教室 ～学級担任の指示に従い、 

西階段を使って運動場へ 

いちょう教室 ～いちょう教室担当の指示に従い、西階段を使って運動場へ 

        保健室 ～養護教諭の指示に従い、ベランダから運動場へ 

 



 

 

～不審者対策避難訓練時の１１０番通報における警察からの質問事項～ 

１ 不審者の人数は？         ２ 刃物を持っていますか？ 

    ３ どのような刃物ですか？      ４ 不審者の現在の位置は？    

 ５ 不審者に対して、今どのように対処しています？ 

    ６ 児童にケガ人はいますか？職員にケガ人はいますか？ 

 ７ 児童はどこに、どのように避難していますか？ 

 ８ 全校児童数は何人ですか？  ９ 現在、児童のどのくらいがどこに避難しましたか？ 

10 職員数は？ 不審者の特徴は？ 服装は？ 身長は？  

キ     リ     ト     リ 

 

反省用紙に気づかれたことを記入し、永田まで提出をお願いします。（締め切り５月１４日） 

不審者侵入避難訓練反省用紙 

１ 期日について  

 

 

２ 訓練内容について 

 （１） 職員の動きについて 

 

 

 （２） 児童の動きについて 

 

 

３ その他 

 

 

○ 学級担任は児童数を確認し、学

担→学年主任→校長先生に報告

する。 

9:35～ 

防災教育担当 

６ 全体指導 

 ○ 校長先生のお話 

 ○ 警察官のお話 

  

 ７ 教室に移動し、今日の訓練を

振り返る。 

〇 教室へ戻るときは、避難してき

た経路を逆に戻る。 

○ 事前指導の通りに行動できた

か、確認して、ふりかえりをする。 

○ 保体部は、シューズ

の裏を拭くぞうきん

の準備をしておく。 

 


